
稲
の
も
み
殼
を
使
っ
た
煌
炭
づ
く
り
を
学
ぶ
南
ア
フ
リ
カ

の
黒
人
た
ち
目
‥
栃
木
県
西
那
須
野
町
の
ア
ジ
ア
学
院
で

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ジ
ワ
リ

！

　
陪
や
ダ
ム
。
、
道
路
な
ど
大
が

か
り
な
社
会
基
盤
の
整
備
に
偏

り
、
「
人
の
顔
が
見
え
な
い
」

と
皮
肉
ら
れ
て
き
た
日
本
の
途

上
国
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
に
、
非

政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
活
躍

の
揚
が
広
が
り
始
め
て
い
る
。

年
一
兆
五
千
億
円
を
超
す
Ｏ
Ｄ

Ａ
予
算
全
体
か
ら
み
れ
ぱ
、
国

内
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
関
係
分
は
ま
だ
ご

く
わ
ず
か
だ
が
、
小
回
り
が
き

き
、
地
域
に
腰
を
据
え
た
活
動

や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
海
外
援
助
に
欠

か
せ
な
い
、
と
政
府
が
よ
う
や

く
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら

だ
。
Ｈ
一
村
開
発
や
地
域
医
療
と

い
っ
た
得
意
な
分
野
で
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
「
公
の
仕
事
」
は
次
第
に

増
え
そ
う
だ
。

　
　
（
通
信
部
・
田
中
洋
一
）

　
●
煉
炭
づ
く
り

　
南
ア
フ
リ
カ
の
八
入
の
黒
人

が
日
本
で
農
薬
や
肥
料
を
抑
え

た
伝
統
的
な
農
業
を
学
び
、
昨

年
末
、
帰
国
し
た
。

　
外
務
省
の
下
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
受

け
持
つ
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
企
画
し
た
三
ヵ
月

研
修
。
そ
の
目
玉
が
国
内
Ｎ
Ｇ

Ｏ
の
草
分
け
に
認
す
る
ア
ジ
ア

学
院
（
栃
木
県
西
那
須
野
町
、

中
嶋
正
昭
延
長
）
で
の
二
週

間
コ
ー
ス
だ
っ
た
。

　
学
院
で
は
、
認
炭
（
く
ん
た

ん
）
作
り
を
学
ん
だ
。
小
型
煙

突
付
き
の
ブ
リ
キ
缶
に
火
を
お

こ
し
、
そ
の
周
り
に
稲
の
も
み

殼
を
小
山
の
よ
う
に
積
み
上
げ

て
、
一
昼
夜
で
頁
っ
黒
に
炭
化

さ
せ
る
。
出
来
上
が
っ
た
も
の

を
畑
に
す
き
込
め
ば
土
壌
を
改

良
で
き
る
。
農
業
普
及
員
デ
ィ

デ
ィ
ワ
ン
ガ
ニ
・
マ
ト
ジ
さ
ん

農村開発･地域医療

広がる｢活動の場｣
（
翌
）
は
『
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト

　
（
人
種
隔
離
政
策
）
で
立
ち
遅

れ
た
私
た
ち
黒
人
に
は
カ
ネ
が

な
い
。
土
壌
改
良
剤
は
買
え
な

い
が
、
こ
れ
な
ら
や
れ
る
」
と

目
を
輝
か
せ
た
。

　
●
か
ま
ど
好
評

　
ケ
ニ
ア
に
二
十
年
暮
ら
し
、

孤
児
を
支
援
す
る
市
民
グ
ル
ー

プ
を
主
宰
す
る
栄
養
研
究
家
岸

田
袈
裟
さ
ん
（
毘
）
は
Ｊ
Ｔ
‘
Ｃ
Ａ

の
人
口
問
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
員
と
し
て
、
現
地
の
村
々
を

回
っ
て
い
る
。
乳
幼
児
の
死
亡

率
が
商
い
の
に
気
づ
き
、
何
と

か
し
た
い
と
考
え
る
う
ち
に
、

故
郷
の
岩
手
県
に
あ
っ
た
、
か

ま
ど
に
思
い
当
た
る
。

　
ケ
ニ
ア
の
農
村
で
は
、
三
角

形
に
置
い
た
三
つ
の
石
の
中
心

に
な
べ
を
か
け
る
だ
け
だ
。
地

元
の
粘
土
を
使
っ
て
か
ま
ど
作

り
を
指
導
し
た
ら
、
「
湯
が
い

つ
で
も
便
え
て
衛
生
的
。
煙
も
　
日
本
で
は
、
八
九
年
度
に
Ｎ

少
な
く
、
ま
き
の
節
約
に
も
な
Ｇ
Ｏ
へ
の
補
助
と
、
主
に
外
国

る
」
と
、
評
判
が
ぶ
が
っ
た
。
団
体
向
け
「
草
の
根
無
償
資
金

　
ザ
ン
ビ
ア
の
地
域
医
療
を
充
協
力
」
の
両
制
度
が
で
き
て
は

実
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
い
る
が
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
本
体
に
市
民

前
調
を
に
は
、
ア
ジ
ア
医
師
達
団
体
が
参
加
す
る
揚
が
生
ま
れ

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部
た
の
は
こ
こ
Ｉ
、
二
年
だ
。

・
岡
山
市
）
の
メ
ン
バ
ー
吉
田
　
Ｊ
Ｔ
よ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
と
、
Ｏ
Ｄ

修
さ
ん
（
＝
七
）
が
昨
年
四
月
か
ら
Ａ
で
海
外
に
派
遣
さ
れ
た
専
門

派
遣
さ
れ
て
い
る
。
首
都
の
大
家
は
現
在
、
約
千
八
百
人
。
う

学
病
院
と
各
地
の
保
健
所
と
の
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
は
四
人

連
携
が
で
き
な
い
か
、
と
吉
田
で
、
そ
の
開
運
予
算
は
年
間
約

さ
ん
は
考
え
て
い
る
。
　
　
　
四
億
円
に
と
ど
ま
る
。

　
　
ｓ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
則
夫
・
外
務
省
経
済
協

　
●
カ
つ
て
敵
対
　
　
　
　
力
局
審
議
官
の
話
政
府
だ
け

　
国
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
か
つ
て
の
反
で
進
め
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
時
代
は
終

目
を
知
る
関
係
者
は
「
昔
日
の
わ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ

感
が
あ
る
」
と
い
う
。
一
九
八
に
は
補
完
役
に
な
っ
て
も
ら

○
年
代
、
多
く
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
い
、
国
際
援
助
へ
の
国
民
参
加

　
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
出
費
は
不
透
明
の
翰
を
広
げ
た
い
。

だ
」
な
ど
と
批
判
し
、
政
府
側
　
市
民
団
体
の
組
織
強
化
を
図

は
「
非
政
府
な
ら
ぬ
反
政
府
組
る
伊
藤
道
雄
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
推

織
」
と
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
敵
視
し
た
。
進
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
の
話

　
だ
が
、
冷
戦
の
終
わ
り
と
前
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
心
立
し
た
存
在
で
、

後
し
、
援
助
の
重
点
が
大
規
模
政
府
の
補
完
団
体
で
は
な
い
。

な
施
股
づ
く
り
か
ら
「
自
立
に
市
民
団
体
の
良
さ
を
失
わ
な
い

向
け
た
人
材
育
成
」
に
移
る
中
よ
う
、
政
府
の
補
助
や
委
託
の

で
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
無
視
で
き
な
い
性
格
を
よ
く
見
極
め
て
か
ら
引

存
在
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
き
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
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